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５ 02 下水道局 良好な水環境と環境負荷の少ない都市を実現する施策 

事
業
概
要 

隅田川(両国橋付近)の水の約６割、多摩川の中流域における水の約５割が下水処理水で

あり、良好な水環境の実現に向けて下水道が果たす役割は大きい。 

都民が水と親しむことができる快適な水辺空間の創出を目指して、合流式下水道の機能

を強化する取組や赤潮の発生要因となるちっ素やりんを削減する高度処理を積極的に推進

していく。 

また、下水道サービスを安定的かつ持続的に提供していくにあたり、下水道事業を取り

巻くエネルギー使用の現状と課題を踏まえ、下水道事業によるエネルギー活用の高度化及

びエネルギー管理の最適化を図る。 

再生可能エネルギー活用の拡大や省エネルギーのさらなる推進、下水処理で発生する温

室効果ガスの削減について、新たな技術の開発・導入などにより積極的に取り組むととも

に、水質改善と省エネルギーの両立を図り、環境負荷の少ない都市の実現に貢献していく。                                       

こ
れ
ま
で
の
経
過 

【合流式下水道の改善】 

・潮の干満の影響を受け水が滞留しやすい河川区間など 14水域の水質改善などに向けて、

貯留施設の整備などの対策を着実に推進 

・貯留施設に加え、早期に導入が可能な高速ろ過施設を組み合わせることで、対策をスピ

ードアップ 

【高度処理】 

・既存施設の改造により導入可能な準高度処理を設備更新にあわせて順次整備 

・水質改善と省エネルギーの両立を図る新たな高度処理の導入開始 

【エネルギー対策・地球温暖化対策】 

・「スマートプラン２０１４」に基づき、再生可能エネルギーの活用の拡大や省エネルギー

を推進し、総エネルギーに占める再生可能エネルギー等（再生可能エネルギー＋省エネ

ルギー）の割合を向上 

・「アースプラン２０１０」に基づき、省エネルギー型の機器の導入などの取組を推進し、

温室効果ガス排出量を削減 

現
在
の
進
行
状
況 

【合流式下水道の改善】 

区部下水道事業の取組 単位 目標数値 平成 27 年度末 平成 28 年度末（見込） 

降雨初期の特に汚れた下水

を貯留する施設の貯留量 
万 m3 170 114 115 

・平成 28 年度の主な内容 北区王子本町貯留管など 

【高度処理】 

区部下水道事業の取組 単位 目標数値 平成 27 年度末 平成 28 年度末（見込） 

高度処理施設又は 

準高度処理施設の能力 
万 m3/日 634 201 212 

・平成 28 年度の主な内容 砂町水再生センターにおける準高度処理施設など 

【エネルギー対策・地球温暖化対策】 

下水道事業の取組 目標数値 
平成 25 年度末

（計画策定時） 
平成 27 年度末 

総エネルギー使用量に対

する再生可能エネルギー

等の割合 

平成 36 年度までに

20%以上 
５％ 10％ 

・平成 28 年度の主な内容 南多摩水再生センターにおける汚泥焼却時の低温域廃熱を活

用した新たな発電の導入など 

今
後
の

見
通
し 

各施策の事業については、経営計画２０１６に基づき引き続き着実に推進していく。 

問い合わせ先 下水道局 計画調整部 事業調整課 電話 03-5320-6597 




